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みんなで笑顔の再会！
「今、何しとるん？」
つのる話もたくさん。

　８月15日（火）に山村開発センターで、お盆恒例の2017年天川村成人式が挙行されました。今年度、
成人を迎える10人（男性３人・女性７人）全員が出席しました。
　厳粛に式典が行なわれる中、車谷村長をはじめ、銭谷村議会議長、中西教育委員長から新成人へ
温かい祝福の言葉が贈られました。
　また、新成人を代表して福本竜馬さんが、「今日、笑顔でこの日を迎えることができたのも家族、
先生方、地域の方々、ともに歩んだ仲間たちのおかげです。この感謝の気持ちと、成人としての決意を
ここに誓います」と力強く述べました。
　式典の後は懇親会に移り、幼稚園から中学校時代の懐かしい写真や新成人の小さい頃の写真やメッ
セージがスクリーンに流れると、新成人から懐かしむ声や沢山の笑い声が響きました。

成人おめでとう！2017年天川村成人式

～懇親会の様子～

懐かしい恩師の先生

～新 た な 門 出～
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○�いつでも帰ってこられる場所。しんどい事や辛い事があっても天川に帰ってくるともう一度頑張ろ
うと思える。

○天川村は、やすらぎを与えてくれるところです。癒しのためにすぐに帰りたくなるふるさとです。

〇�自分にとってはとても大切な存在でありこれからも天川村を大切にしていきたいと思っています。
またお世話になった方々にも恩返しをできればなと思っています。

○�中学卒業と共に、天川村を出て、暮らすところは変わりましたが、天川村はどんな所よりも居心地
の良い、一番心が落ち着く場所です。台風で大きな災害もあり、辛い経験もしましたが、たくさん
の方たちの助けや協力があってこその今、現在だと思います。天川村で育ち、天川村で成人式を
むかえられることが本当にうれしいです。自然いっぱいの天川村が大好きです。

○�私にとって天川村とは心の拠り所であり、天川村の人の温かさ、そして美しい自然はいつも私の
心と身体を癒してくれ、次への活力を与えてくれます。この大好きな天川村の自然、歴史、文化を
いつまでも守り続けていきたいです。

～あなたにとって天川村とは？～

新成人にメッセージを募りました。これまでの感謝の気持ち、大人となった責任感、
将来の夢。色んな気持ちが詰まったメッセージから、一部を紹介します。

２０歳の
夢・希望
目標・思い
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　天川村では、次のとおり職員を募集します。（平成30年４月１日採用予定）
★ 職種・採用人員・受験資格

◆幼稚園教諭・保育士は、一般行政職の採用となります。
※地方公務員法第16条に該当する人は受験できません。
・成年被後見人又は被保佐人（準禁治産者を含む）
・禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの者
・天川村職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない者
・�日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その他の団体を
結成し、又はこれに加入した者
　※日本国籍を有しない人については、在留活動に制限のない在留の資格を有する人に限ります。
★ 試験日時・場所

★ 受験申込先・受付期間
（１）申込先　　〒６３８－０３９２　奈良県吉野郡天川村大字沢谷60番地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　天川村役場　総務課人事係
（２）期　間　　平成29年９月19日（火）～10月10日（火）８：３０～１７：００
　　　　　　　　（ただし、土・日曜日、祝祭日は除く、郵送の場合10月10日必着）
★ 受験手続
（１）�試験申込書は、９月上旬より天川村ホームページおよび天川村役場　総務課人事係で配

布します。
　※�郵便による請求の場合は、「採用試験申込用紙請求」と朱書した封筒に、宛先明記の返信

用封筒（９２円切手を貼ったもの）および、希望する職種と電話番号を記載したもの（メ
モ書きで良い）を同封のうえ、天川村役場総務課人事係（〒６３８－０３９２　吉野郡天
川村大字沢谷６０番地）へ請求してください。

（２）受験申込の方法
　　　�受験希望者は、所定の志願書及び試験申込書に必要事項を記入し、天川村役場総務課

人事係に提出してください。
　※郵便による場合は、封筒の表に必ず「職員採用受験」と朱書し、簡易書留で郵送してください。
　※インターネット・メールによる受験申込はできません。
★ お問合わせ　　天川村役場　総務課人事係　☎：６３－０３２１

第１次試験 第２次試験

日　時
平成29年10月22日（日）
受付時間　午前８時20分～８時40分
試験開始　午前９時　　教養・作文試験

平成29年11月上旬
面接

場　所 天川村大字沢谷60番地　天川村山村開発センター
幼稚園教諭・保育士は、午後から天川幼稚園で実技試験

天川村大字沢谷60番地
天川村山村開発センター

職種 採用予定人数 受験資格
一般事務職 若干名 平成４年４月２日から平成12年４月１日までに生まれた人
幼稚園教諭
・保育士 若干名 昭和48年４月２日以降に生まれた人で、両免許を有する人

又は、平成30年３月末日までに取得・登録見込みの人

天 川 村 職 員 募 集
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差別をなくす村民集会

　平成29年度「差別をなくす村民集会」が７月21日（金）山村開発センター大ホールで
開催され、大変暑い日でありましたが97名の村民の皆様が参加されました。
　毎年７月は「差別をなくす強調月間」としてあらゆる差別の撤廃に向けた運動が展開さ
れております。その中で毎月11日は「人権を確かめ合う日」として奈良県市町村同和問
題啓発活動推進本部連絡協議会により提唱され活動が展開されており、本集会もその一環
として開催いたしました。
　車谷重高村長の開会挨拶の後、奈良県知事よりのメッセージの朗読、天川村議会より銭
谷春樹議長と吉野郡（東）人権同和教育推進協議会植林友衛会長よりご祝辞を頂きまし
た。
　
　記念公演は、「あきらめない心」　をテーマに
　世界最高峰の神技的パフォーマー『ちゃんへん．』さんによる「パフォーマンス」「講
演」「ラップ」の誰にも分かりやすい人権公演会を開催しました。
　集会を通して、もともと絆の深い天川村にあって、隅々まで光が届き、村民一人一人が
輝く思いやりにあふれた村社会の実現により、あらゆる差別の撤廃を目指す思いを参加者
一人一人が認識していただけた事と思います。
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　皆さんの周りで高齢者や障害者に対する差別、いやがらせ、虐待などの人権侵害が起きて
いるのでは・・・と思うことはありませんか？
　法務省の人権擁護機関では、一人一人の人権が尊重され、高齢者や障害者の皆さんが毎日
安心して暮らすことができるよう、高齢者及び障害者の人権に関わる様々なご相談をお受け
します。相談は無料で秘密厳守ですので、お気軽にご利用ください。

１　日　　時　　平成２９年９月４日（月）から９月１０日（日）まで
　　　　　　　　　・電話受付時間：平日　午前８時３０分から午後７時まで
　　　　　　　　　　　　　　　　　土日　午前１０時から午後５時まで
　　　　　　　　　・インターネット受付時間：24時間（回答は後日となります。）

２　全国一斉「高齢者・障害者の人権あんしん相談」

　　　　　　　・電話番号　☎０５７０－００３－１１０
　　　　　　　　※�電話をおかけになった場所の最寄りの法務局につながります。
　　　　　　　　※携帯電話・ＰＨＳは使用可。ＩＰ電話使用不可。
　　　　　　　・ＵＲＬ　http://www.jinken.go.jp/
　　　　　　　　※�インターネット人権相談フォームに相談内容等を記入して送信

すると後日、最寄りの法務局から回答します。

３　相　談　員　　人権擁護委員及び法務局職員

４　お問合わせ先　　奈良地方法務局人権擁護課（☎0742-23-5457）まで

 全国一斉「高齢者・障害者の人権あんしん相談」

全国一斉
「高齢者・障害者の人権あんしん相談」強化週間について
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　２０歳を迎えると、様々な権利とともに義務も生まれます。国民年金に加入
することもそのひとつです。みなさんの中には、「年金なんて先のことだから
まだ関係ない」なんて思っている人はいませんか？

　国民年金は、日本に住んでいる２０歳から６０歳までのすべての人が加入し
て、やがて誰にも訪れる老後の生活保障だけでなく、万が一の障害や死亡とい
った不慮の事故などにより私たちの生活の安定が損なわれることのないよう、
みんなで前もって保険料を出し合いお互いを支え合う制度です。

　自営業者・学生・フリーターの人（第１号被保険者）などが２０歳になった
ときは、役場住民課で国民年金加入の手続きが必要です。また、厚生年金や共
済組合の加入者（第２号被保険者）に扶養されている配偶者の人（第３号被保
険者）が２０歳になったときは、第２号被保険者（配偶者）の勤務先を経由し
て第３号被保険者の加入手続きを行うことになります。

　少子高齢化が進行し現役世代の負担が年々増加していますが、基礎年金の半
分は国庫負担で賄われているため、現在２０歳の人も納付した保険料以上の年
金が受け取れます。さらに賃金や物価の変動に合わせて年金額が改定されます
ので大変有利です。ただし、加入の手続きや保険料の納め忘れがあると年金が
受け取れないこともありますので、「あのときに・・・」と後悔することのな
いよう必ず国民年金の加入手続きを取りましょう！

　なお、学生の人や収入が少なく保険料の納付が困難な人の場合は、「学生納
付特例」や「納付猶予」など保険料の支払いを猶予する制度がありますので、
役場住民課で国民年金の加入手続きと併せて申請してください。

住民課　国民年金係　☎６３－０３２１（内１６５）

２０歳になったら『国民年金』
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親子で挑戦！川の生き物を見てみよう、調べてみよう！を実施しました

親子で挑戦！ヒンヤリ鍾乳洞探検と名水の秘密

　７月22日（土）に環境科学博士を務めておられる、谷幸三さんを講師にお迎えして、洞川エコミュージアムセ
ンター事業、親子で挑戦！川の生き物を見てみよう、調べてみよう！を実施しました。谷先生の楽しいお話と、
普段見ることの出来ない川の生き物が観察できたことで参加者の皆様は有意義な時間をすごされました。

　８月５日（土）に第四回自然観察会を行いました。今回は参加者が40名と多く、道中も大変賑やかでした。
まず、五代松鍾乳洞に向かいました。道中、子ども達は普段見ない昆虫や植物に興味津々でした。洞窟内で
は親御さんの方がはしゃぐ場面もあり、とても楽しんでいただけました。
　少し山道を歩いて疲れている子も、ごろごろ水を飲むと「おいしい！！！」と大はしゃぎで元気になって
いました。
　とうろうの岩屋では真っ暗で泣いてしまう子もいましたが、ほとんどの子が「すごく寒かったけど楽し
い！・探検みたい！！」と嬉しそうでした。
　エコミュージアムセンターで最後に先生の話を聞いているときに、出発前よりも真剣に聞いているのを見
て、天川の自然に興味を持って楽しんでくれたのではないかと感じました。

洞川エコミュージアムセンター自然観察会
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　たくさんの皆様から多大なご寄附を賜り、心から御礼申し上げます。
　平成28年度中に皆様からいただきました、寄付金の内訳及び基金の取り崩し結果をご報告させていただ
きます。
　平成18年よりスタートした山癒の里寄附金制度については、先人達が守り続けてきてくれた郷土の歴史や
伝統、そして豊かな自然環境を今後も守り続け癒されそして生きる事の喜びを得る村づくりを、自然や天川を
愛する人々の参加により、この寄附を通じて新たな住民参加型の地方自治の実現を目指したものであります。
　平成28年度は川西町、中山雅博氏の3,000,000円を頂いたのを最高に34件、4,807,500円で、預金利子
と併せると当初からの累計寄附金合計は、18,383,287円となっています。

≪平成28年度の事業別・寄附者地域別の集計について≫

注）１回の寄付で複数の使途を指定する方或いは、同一名義人からの複数の寄附がある為、各使途の実際の件数及び件数の合計と人数は一致しません。

※平成28年度基金取り崩し額・・・・・・・・300,000円（弥山周辺植生調査）
  〔参考〕過去における寄附金処分額　3,350,000円 平成22年度 350,000円
 平成24年度 300,000円
 平成25年度 2,100,000円
 平成26年度 300,000円
 平成27年度 300,000円

今後も皆様の温かいご支援をお待ちしております。

お問合わせ・申し込みは、地域政策課までお願いします。

◎ 平成28年度末の基金現在高・・・14,767,159円

①自然）豊かな
森を守る事業

②（文化）景観
の保全事業

③（人）住民
むらづくり事業

指定なし 合計

金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 人数

天川村 0 0 0 0 0 0 70,000 2 70,000 2 2

エコミュージ
アムセンター
自然観察会

7,500 6 0 0 0 0 0 0 7,500 6 0

奈良県
（除く天川村）

60,000 1 110,000 5 600,000 3 3,080,000 4 3,850,000 13 11

大阪府 10,000 1 60,000 3 0 0 20,000 2 90,000 6 3

京都府 60,000 2 50,000 1 200,000 2 0 0 310,000 5 3

兵庫県 50,000 1 0 0 300,000 1 10,000 1 360,000 3 3

静岡県 　0 0 100,000 1 0 0 0 0 100,000 1 1

神奈川県 10,000 1 0 0 0 0 0 0 10,000 1 1

愛知県 10,000 1 0 0 0 0 0 0 10,000 1 1

合計 207,500 13 320,000 10 1,100,000 6 3,180,000 9 4,807,500 38 25

運用益 ― ― ― ― ― ― ― ― 23,065 ― ―

基金計 ― ― ― ― ― ― ― ― 14,767,159

天川村山癒（やまゆ）の里寄附金について
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　９月は「高齢者保健福祉月間」です。近年、高齢化・少子化が急速に進み、大きな社会

問題となっています。本村においても６５才以上の高齢者人口が全人口の４６％を超えて

います。高齢者が生きがいをもち、健康で安心して生活できる長寿社会をつくるために

は、国民一人一人が高齢者の問題を自分自身のものとして身近に理解し、家庭、地域社

会、職場、学校等あらゆる場面で、適切に役割を果たして行くことが必要です。このよう

な観点から、この月間中に本村においても下記のとおり社会福祉大会を開催します。みな

さんお誘いあわせてご参加下さい。

高 齢 者 保 健 福 祉 月 間

社会福祉大会の開催について
◆日　時　９月１２日（火）午前１０時３０分から
◆場　所　天川村山村開発センタ－　大ホ－ル
　65歳以上の方に簡単な昼食を用意しています。
　午後からは、漫才（海原はるか・かなた）と大衆演劇（ファミリー劇団　
　さむらい）を予定しておりますのでお楽しみ下さい。

① ② ③ ④

昨年の様子
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保 健 事 業 の お 知 ら せ

　毎年好評をいただいております運動機能向上教室、今年も９月より開催します！専門指導員による
体操やストレッチを行なうことにより、運動不足の解消や、日常生活を行なう上での身体能力を高め
ます。みなさまのご参加をお待ちしています！

　認知症予防の一環として、毎年好評を頂いております「脳のトレーニング教室」を開催しますので、みな
さまふるってご参加ください。
●「脳のトレーニング教室」は、こんな教室です●
　♪週１回の教室で、仲間との会話と学習を楽しみます。
　♪教室のない日も毎日約10分程度でできる自宅教材があります。
　♪脳の活性化に効果のある「簡単な計算」「読み書き」教材を使用するため、
　　気軽に取り組んでいただけます。

≪統一標語≫
・・・・・　１に運動　２に食事　しっかり禁煙　最後にクスリ　・・・・・
　９月は、朝夕の気温の変化が大きく、夏の疲れも顔を出しはじめる等、
体調の変化が起こりやすい季節ですので、より一層の注意をお願いし
ます。
　ほほえみポート天川では、村民のみなさんの健康相談を随時実施して
います。健康づくりに関する資料なども用意できますので、みなさん
お気軽にご利用ください。

　　毎年９月24日～９月30日は、結核予防週間となっております。
　　・せきが２週間以上続く
　　・痰が出る
　　・急に体重が減った
　　・からだがだるい
　　このような症状が続いたら、結核かもしれません。
　　結核を疑わせる症状がある時は医療機関を受診しましょう。
　　＜問い合わせ先＞　吉野保健所健康増進課感染症係（☎：０７４７－６４－８１３２）

運動機能向上教室のお知らせ

脳のトレーニング教室のお知らせ

９月は「健康増進普及月間」です！　～健康寿命をのばそう～

９月24日～９月30日は「結核予防週間」です！

○参加対象：　天川村に住民票がある65歳以上の人。
○開催日時：　９月22日（金）～翌年３月までの毎週金曜日　10時35分～12時
○会　　場：　ほほえみポート天川　２階
○お申込み：　ほほえみポート天川内健康福祉課までお電話にてお申込み下さい。

○参加対象：　天川村に住民票がある65歳以上の人。お１人で会場まで通える方。
○開催日時：　９月下旬～翌年３月までの毎週金曜日
　　　　　　　９時30分～12時　※お１人の学習時間は30分程度です。
○会　　場：　ほほえみポート天川　２階　
○参加費用：　毎月　５００円
○お申込み：　ほほえみポート天川内健康福祉課までお電話にてお申込ください。
※�９月２２日に、参加者説明会の開催を予定していますので、参加を希望される方は説明会にぜひ
ご出席下さい。（申込み後、詳しいご案内をさせていただきます。）
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閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集　９月の予定表

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜3：30）
（木曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

 1 金 診　　察 診　　察  燃　焼

 2 土 

 3 日 

 4 月 診　　察 診　　察  燃　焼

 5 火 診　　察 検 査 日  資源１

 6 水 診　　察 診　　察  

 7 木   診察（松村医師）   診察（西尾医師）  資源２

 8 金 診　　察 診　　察  燃　焼

 9 土 

 10 日 

 11 月 診　　察 診　　察  燃　焼

 12 火 診　　察 検 査 日  資源１

 13 水 診　　察 診　　察  

 14 木 休　　診   診察（西尾医師）  不　燃

 15 金 診　　察 診　　察  燃　焼

＊医師不在時は投薬はできません。薬の切れる方は早めに受診して下さい。

粗　大
（予約）

粗　大
（予約）
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閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集　９月の予定表

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜3：30）
（木曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

 16 土  

 17 日  

 18 月  

 19 火 診　　察 検 査 日 　　　　　　　　 燃　焼

 20 水 休　　　　診   資源１

 21 木   診察（松村医師）   診察（西尾医師）  資源２

 22 金 休　　　　診   燃　焼

 23 土  

 24 日  

 25 月 診　　察 診　　察  燃　焼

 26 火 診　　察 検 査 日  資源１

 27 水 診　　察 診　　察  

 28 木 休　　診   診察（西尾医師）  不　燃

 29 金 診　　察 診　　察  燃　焼

 30 土 

見える所に貼り、ご活用下さい。

脳トレーニング教室（説明会）
運動機能向上教室　10：35〜

脳トレーニング教室
運動機能向上教室　10：35〜

粗　大
（予約）
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乳がん検診
40歳　昭和51年４月２日～昭和52年４月１日
45歳　昭和46年４月２日～昭和47年４月１日
50歳　昭和41年４月２日～昭和42年４月１日
55歳　昭和36年４月２日～昭和37年４月１日
60歳　昭和31年４月２日～昭和32年４月１日

子宮がん検診
20歳　平成８年４月２日～平成９年４月１日
25歳　平成３年４月２日～平成４年４月１日
30歳　昭和61年４月２日～昭和62年４月１日
35歳　昭和56年４月２日～昭和57年４月１日
40歳　昭和51年４月２日～昭和52年４月１日

　６月より乳がんの個別検診の受付を実施しています。受診を希望される人は下記までお申込み下さ
い。今まで乳がん検診を受けたことがない方、乳房に心配のある方、特にこれまでの検診で「経過観
察」や「要精密検査」などの判定の方は、積極的に受診ください。
○受　診　対　象　：　天川村に住民票をおく、40歳以上の女性
　　　　　　　　　　※受診回数は２年に１度とされています。
　　　　　　　　　　　昨年受診された方は今年度受けることができません。
○受　診　病　院　：　南奈良総合医療センター、鎌田医院田園診療所
　　　　　　　　　　※受診を希望される病院に各個人でご予約の上、受診ください。
○個 人 負 担 金　：　１，５００円
○申 込 み 方 法　：　ほほえみポート天川窓口へお越し下さい。受診券を発行します。
○申込み受付期間　：　平成30年２月28日まで
　　　※日ごろの自己検診が乳がんの早期発見にはとても重要です。
　　　　正しい方法を理解し、日ごろから実施するよう心がけてください。
　　　※自己検診の方法についてのパンフレットをご希望の方は下記までご連絡ください。

　６月より子宮がん個別検診の受付を実施しています。この検診は、直接医療機関で検診を受けてい
ただく個別検診を実施しています。子宮がん検診（集団）に、体調不良などで受診できなかった人も
この機会にぜひ受診ください。詳しくは、下記までお問い合わせください。
○受　診　対　象　：　天川村に住民票をおく、20歳以上の女性。
○受　診　病　院　：　奈良県下で子宮がん（婦人科）検診を実施している医療機関
　　　　　　　　　　　（個人でご予約の上、受診してください。）
○個　人　負　担　：　２，０００円
○申 込 み 方 法　：　ほほえみポート天川窓口へお越し下さい。
　　　　　　　　　　　受診券を発行します。
○申込み受付期間　：　平成30年２月28日まで
　　　下記の生年月日に当てはまる方は平成29年度の個人負担が無料となります。
　　　この機会に是非受診して下さい。

乳がん個別検診のご案内

子宮がん個別検診のご案内

検診や教室等の内容や申込み方法、その他、疑問な点やご不明な点につきましては、
ほほえみポート天川内保健師までお問い合わせください。

連絡先　（☎６３－９１１０）
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　９月１日は「防災の日」と定められています。それに伴い９月は防災月間とされていま
す。
　９月と言えば１年の中で最も台風の多い時期です。本年度の台風５号は高気圧で挟まれ
た台風が停滞するような形で日本列島をゆっくりと横断していきました。幸い天川村では
雨風は強く感じることはなく、被害もありませんでしたが、雨が長く続いたため、累計雨
量が多い台風となりました。
　年々台風だけではなく、豪雨による各地の被害がよくニュースなどで取り上げられてい
ます。記憶に新しいのは7月上旬に九州北部を襲った豪雨です。改めて大雨の恐ろしさを
痛感しました。
　平成23年の台風12号で私たちは洪水被害の恐ろしさを経験しています。日頃から一人
一人が防災の意識を高めることが大事です。
　この機会に身の回りの貴重品や生活用品、また避難場所や避難経路等を確認して、災害
にしっかり備えましょう。

平成23年の台風12号と明治22年の台風の比較

　明治22年の台風は十津川災
害ともいわれ、近畿地方に甚
大な被害をもたらした台風で
ある。
　両方の台風とも高知県東部
に上陸し、岡山県、鳥取県を
縦断して日本海に抜けてい
る。加えて、台風が高知県東
部に上陸してから日本海に抜
けるまで要した時間もほぼ一
致している。
　四国・中国地方を縦断する
台風は近畿地方に湿った空気
を供給しやすいということと、
高気圧の張り出しによりスピ
ードが遅かったということが
多量の降雨を引き起こした。
　今後、同様の進路を辿る台
風は特に注意が必要である。

防災 てんかわ
第59回
◆ ９月は「防災月間」です。 ◆

明治22年８月台風と平成23年台風12号の経路
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　平成29年７月５日（水）に奈良県簡易水道協会の第１回通常総会が、天川村役場３階
会議室にて開催されました。
　総会では、会長（車谷天川村長）より「簡易水道を運営する市町村では人口の減少や施
設の更新需要の増加で経営がますます厳しくなるため、引き続き国等への要望活動をして
いくにあたり積極的な議論をお願いします」との挨拶がありました。
　議事では、平成28年度事業報告や平成29年度事業計画など今後の簡易水道について活
発に議論され、また、宇陀市役所杉本昌之主幹が、簡易水道事業で永年の勤務をされたこ
とに対し、会長より表彰されました。
　最後に次期開催地である副会長（芝田曽爾村長）より挨拶をいただき、今後の簡易水道
への課題に対し、共通認識を再確認して総会を終えました。

　２日目は、簡易水道の担当職員の技術向上のため、視察研修として村中央簡易水道施設
を見学し、施設管理について質疑が交わされました。

奈良県簡易水道協会総会が
天川村で開催されました。

総　会

中央簡易水道施設を視察

永年勤続者の表彰式

取水口を見学
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　２年間英語指導助手として活動しておりました、アンド
リュー　ランドリー　エリックさんが帰国し、新しくサラ
　ベイドゥーンさんが着任しました。
　天川村はサラさんの出身のサンフランシスコと違い自然
が豊かで景観が綺麗で、人々もとても親切だと言ってくれ
ています。
　今後、村内両中学校・小学校を中心に活動します。
　見かけたら、声をかけてください！

《サラさんからの自己紹介です。》
Hello!�My�name�is�Sarah�Beydoun.
はじめまして！私の名前はサラ　ベイドゥーンと申します。

I’m�from�San�Francisco,California�in�the�United�States�of�America.
私はアメリカのカリフォルニア州、サンフランシスコから来ました。

I�hobbies�are�watching�Western�movies,baking�and�reading.
私の趣味は映画鑑賞とパンを焼くことと読書です。

My�favorite�food�in�Japan�is�shoyu�ramen.
私の好きな日本の食べ物は醤油ラーメンです。

I� wil l � be� an� Assistant� Language� Teacher� at� Dorogawa� Junior� High�
School,Tenkawa�Junior�High�School�and�Tenkawa�Elementary�School.
私は、洞川中学校、天川中学校、天川小学校でＡＬＴとして働きます。

I�hope�to�get�know�everyone�well.�Looking�forward�to�meeting�you!
私は皆さんと仲良くなれることを望み、皆さんにお会いできることを楽しみにしています。

新ＡＬＴのＳＡＲＡＨ　ＢＥＹＤＯＵＮさん
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　今年も毎年恒例の天川村林業研究グルー
プ主催の「夏休みこども木工教室」を７月
30日（日）に、天川中学校の技術教室をお
借りし、実施しました。
　参加者全員、普段使うことのないカナヅ
チやノコギリを天川村林業研究グループの
皆さんに丁寧に指導していただきながら、
自分で設計を考えてきたテーブルやイス、
本立てなどを作りました。

　難しいところは、林研グループの皆さん
や、お父さん、お母さんに手伝ってもらい
ながら、みんな一生懸命作品を仕上げまし
た。
　少し、すき間があったりずれていたりし
ても一生懸命作った作品は愛着があり、み
んな大満足でした。

「夏休みこども木工教室」を実施しました

天川村林業研究

グループの皆さん、

有難うございました！

恒例

カナヅチをトントン。楽しいよ！

木工大好き！ほとんど一人で出来たよ。

みんなで記念撮影

初めは慣れないノコギリも、スーイスイ。
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　６月から地域おこし協力隊として洞川の観光案内所にて勤務しております小泉真季です。
　趣味は美味しいものを食べる事と音楽です。
　以前から天川が大好きでよく遊びに来ていました。赴任して実際に生活を始めてからは今まで行け
ていなかった名所を訪れたり、さらに知らなかった名所やお店を教えて頂き、天川の奥深さを知りま
した。
　そしてご近所の方や案内所を通して知り合えた方々、広報等で私を知って頂いた方からも何かと気に
かけて頂いたり、励ましの言葉を頂戴したりと天川に住む方々のお心遣いに支えていただいています。
　これから案内所を訪ねて来られる方々には、名所の良さはもちろんですが更にそれらを作ったり、
守ったりしている方々の想いも伝えていきたいです。テレビやガイドブックでは伝わらない一面を知
る事で、天川の魅力を肌で感じて頂けると思います。
　また案内所では訪れたお客様の生のお言葉をお伺い出来るので、貴重なご意見としてより良い地域
作りに反映できればと思います。地域おこし協力隊の一員として、そして天川に魅了された一人とし
て天川の発展に貢献していきたいと思っております。

　写真は８月２日、３日洞川にて行われた「行者まつり」の様子です

天川村地域おこし協力隊だより　⑬
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I N F O R M A T I O N

　

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
な
お
、
健
康

相
談
は
無
料
相
談
の
み
で
、
診
療
・
検
査
等

は
行
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時

目
の
健
康
相
談
（
眼
科
医
会
）

　

９
月
12
日
（
火
）
午
後
２
時
～
午
後
３
時

精
神
科
に
関
す
る
健
康
相
談

（
精
神
神
経
科
部
会
）

　

�

９
月
14
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分~

午
前

11
時
30
分

内
科
疾
患
に
関
す
る
健
康
相
談

（
内
科
部
会
）

　

９
月
21
日
（
木
）
午
後
２
時
～
午
後
３
時

開
催
場
所

　

奈
良
県
医
師
会
館
・
１
階

　

県
民
健
康
サ
ー
ビ
ス
室

（
近
鉄
大
和
八
木
駅
か
ら
北
へ
徒
歩
７
分
）

お
問
合
わ
せ
先

　

〒
６
３
４
︱
８
５
０
２

　

橿
原
市
内
膳
町
５
︱
５
︱
８

　

奈
良
県
医
師
会
各
主
催
部
会

　

☎
０
７
４
４
︱
22
︱
８
５
０
２

　

奈
良
県
警
察
で
は
、
奈
良
県
暴
力
団
追
放

県
民
セ
ン
タ
ー
及
び
関
係
機
関
・
団
体
と
連

携
し
て
「
奈
良
県
暴
力
団
離
脱
・
社
会
復
帰

対
策
協
議
会
」
を
設
立
し
、
暴
力
団
構
成
員

の
離
脱
促
進
と
社
会
復
帰
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

暴
力
団
離
脱
者
は
、
一
般
社
会
へ
の
適
応

能
力
等
か
ら
、
放
置
す
れ
ば
ま
た
不
法
集
団

に
戻
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ひ
と
り
で
も
多
く
の
暴
力
団
員
を
組
織
か

ら
離
脱
さ
せ
、
完
全
に
社
会
復
帰
さ
せ
る
た

め
に
は
、
そ
れ
ら
の
者
の
就
労
を
受
け
入
れ

て
い
た
だ
け
る
企
業
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
企
業
は
、
奈

良
県
警
察
本
部
組
織
犯
罪
対
策
課
、
吉
野
警

察
署
又
は
（
公
財
）
奈
良
県
暴
力
団
追
放
県

民
セ
ン
タ
ー
へ
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
詳
細
に

つ
い
て
ご
説
明
に
伺
い
ま
す
。

お
問
合
わ
せ
先

　

奈
良
県
警
察
本
部
組
織
犯
罪
対
策
課

　

☎
０
７
４
２
︱
23
︱
０
１
１
０

　

奈
良
県
吉
野
警
察
署

　

☎
０
７
４
７
︱
53
︱
０
１
１
０

　

�

（
公
財
）
奈
良
県
暴
力
団
追
放
県
民
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
４
２
︱
24
︱
８
３
７
４

　

消
防
署
か
ら
の
お
願
い
で
す
。
近
年
全
国

的
に
救
急
出
動
件
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
！

緊
急
性
の
な
い
軽
症
の
救
急
要
請
が
増
加
す

る
と
、
本
当
に
救
急
車
が
必
要
な
重
症
者
の

方
へ
の
対
応
が
遅
れ
ま
す
！
緊
急
性
が
高
く

本
当
に
救
急
車
が
必
要
な
場
合
に
は
、
た
め

ら
う
こ
と
な
く
救
急
車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

本
当
に
救
急
車
が
必
要
な
人
の
た
め
に
、
救

急
車
の
適
正
利
用
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　

警
察
で
は
、
皆
さ
ん
の
安
全
と
安
心
に
関

す
る
相
談
を
24
時
間
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

不
安
な
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
い

つ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
合
わ
せ
先

　

奈
良
県
吉
野
警
察
署

　

☎
０
７
４
７
︱
53
︱
０
１
１
０

　

奈
良
県
吉
野
警
察
署
さ
く
ら
警
察
庁
舎

　

☎
０
７
４
６
︱
32
︱
０
１
１
０

　

奈
良
県
警
察
本
部
警
察
総
合
相
談
電
話

　

＃
９
１
１
０
（
プ
ッ
シ
ュ
回
線
）

　

�

☎
０
７
４
２
︱
23
︱
１
１
０
８
（
ダ
イ
ヤ

ル
回
線
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
７
４
２
︱
24
︱
０
８
７
４

開
催
日
時
・
場
所

①
平
成
29
年
10
月
２
日
（
月
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
前
12
時

　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

　

（
相
談
時
間
１
人
30
分
）

経
済
会
館

　

（
大
和
高
田
市
大
中
１
０
６
︱
２
）

②
平
成
29
年
10
月
４
日
（
水
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
前
12
時

　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

　

（
相
談
時
間
１
人
30
分
）

　

奈
良
県
弁
護
士
会
館

　

（
奈
良
市
中
筋
町
22
番
地
の
１
）

予
約
方
法

　

電
話
予
約

　

奈
良
県
弁
護
士
会

　

☎
０
７
４
２
︱
22
︱
２
０
３
５

受
付
期
間

　

９
月
１
日
（
金
）
～
９
月
22
日
（
金
）

　

平
日　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

開
催
日
時

　

平
成
29
年
10
月
２
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

開
催
場
所

　

奈
良
地
方
法
務
局

　

（
奈
良
市
高
畑
町
５
５
２
）

相
談
対
応

　

�

法
務
局
職
員
、
弁
護
士
、
公
証
人
、
司
法

書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
人
権
擁
護
委
員

相
談
内
容

　

�

登
記
相
談
、
戸
籍
・
成
年
後
見
相
談
、
供

託
相
談
、
人
権
相
談
、
遺
言
・
任
意
後
見

な
ど
の
公
正
証
書
に
関
す
る
相
談
、
暮
ら

し
の
法
律
に
関
す
る
相
談
。

予
約
必
要

予
約
不
要

予
約
必
要

　
�

奈
良
県
医
師
会
の
学
術
部
会
が

行
な
う
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

　

�

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」

　
～
消
防
車
の
適
正
利
用
に
ご
協
力
を
～

　
�

「
法
の
日
」
週
間
記
念
無
料

　

法
律
相
談

　

�

暴
力
団
離
脱
者
の
受
入
企
業
を

募
集
し
て
い
ま
す
～
地
域
社
会

と
県
民
の
理
解
が
必
要
で
す
～

　

�

「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相

談
所
」
及
び
公
開
講
座
の
解
説

に
関
す
る
お
知
ら
せ

　

�

９
月
11
日
は
「
警
察
相
談
の
日
」
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お し ら せ

そ
の
他

①
予
約
制
・
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

　
�

予
約
さ
れ
た
方
を
優
先
と
し
ま
す
が
、
当

日
の
相
談
も
ブ
ー
ス
の
空
き
状
況
に
応
じ

て
お
受
け
し
ま
す
。

　

�

た
だ
し
、
弁
護
士
に
よ
る
相
談
は
事
前
に

予
約
さ
れ
た
相
談
者
の
み
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

②
公
開
講
座

　

�

「
相
続
」
「
遺
言
」
「
成
年
後
見
」
に
関

す
る
公
開
講
座
を
解
説
し
ま
す
、
定
員
は

各
階
30
名
で
予
約
制
と
し
ま
す
。

予
約
受
付

　

９
月
１
日
（
金
）
～
９
月
29
日
（
金
）

※�

詳
し
く
は
奈
良
地
方
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

お
問
合
わ
せ
・
予
約
受
付
先

　

奈
良
地
方
法
務
局

　

☎
０
７
４
２
︱
23
︱
５
５
３
４

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

　

地
震
が
発
生
し
た
と
き
、
被
害
を
最
小
限

に
抑
え
る
に
は
、
一
人
一
人
が
あ
わ
て
ず
に

適
切
な
行
動
を
と
る
こ
と
が
き
わ
め
て
重
要

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
地
震
に
関
す
る
知
識

を
身
に
つ
け
、
地
震
発
生
時
は
以
下
の
こ
と

に
留
意
し
正
し
い
行
動
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

○
ま
ず
落
ち
着
い
て
身
の
安
全
を
確
保
す
る

○
あ
わ
て
ず
冷
静
に
火
災
を
防
ぐ

○
狭
い
路
地
、
塀
や
崖
に
は
近
寄
ら
な
い

○�

避
難
は
徒
歩
で
持
ち
物
は
最
小
限
に
抑
え
る

○
正
し
い
情
報
の
入
手
先
を
調
べ
て
お
く

○
タ
ン
ス
や
棚
な
ど
の
固
定
を
し
て
お
く

火
災
・
救
急
は
１
１
９

　

つ
い
て
い
ま
す
か
？
住
宅
用
火
災
警
報
器

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合

　

下
市
消
防
署���

天
川
分
署

　

http://www.nakayoshino.or.jp/

①
自
衛
官
候
補
生
（
任
期
制
）

対
象

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
女

受
付
期
間

　

男
子
・
女
子　

年
間
を
通
し
随
時

試
験
日

　

平
成
29
年
９
月
16
日（
土
）（
男
子
・
女
子
）

　

平
成
29
年
９
月
17
日
（
日
）
（
男
子
）

　

平
成
29
年
９
月
23
日
（
土
）
（
男
子
）

　

平
成
29
年
９
月
24
日
（
日
）
（
女
子
）

　

平
成
29
年
10
月
１
日（
日
）（
男
子
・
女
子
）

試
験
会
場

　

航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地

　

（
奈
良
県
奈
良
市
法
華
寺
町
）

試
験
内
容

　

�

筆
記
試
験
、
口
述
試
験
、
適
性
検
査
、
身

体
検
査

② 

一
般
曹
候
補
生
（
陸
上
・
海
上
・
航
空
自

衛
隊
）

対
象

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
女

受
付
期
間

　
平
成
29
年
７
月
１
日（
土
）～
９
月
８
日（
金
）

試
験
日

一
次
試
験

　

平
成
29
年
９
月
16
日
（
土
）

二
次
試
験

　

平
成
29
年
10
月
７
日
（
土
）

試
験
会
場

　

航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地

　

（
奈
良
県
奈
良
市
法
華
寺
町
）

試
験
内
容

　

筆
記
試
験
、
適
性
検
査
（
一
次
試
験
）

※�

二
次
試
験
で
口
述
試
験
及
び
身
体
検
査
が

あ
り
ま
す

※�

二
次
試
験
の
詳
細
は
、
一
次
試
験
合
格
発

表
後
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

③
航
空
学
生
（
海
上
・
航
空
自
衛
隊
）

対
象

海
上　

18
歳
以
上
23
歳
未
満
の
男
女

航
空　

18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
男
女

受
付
期
間

　
平
成
29
年
７
月
１
日（
土
）～
９
月
８
日（
金
）

試
験
日

一
次
試
験

　

平
成
29
年
９
月
18
日
（
月
（
祝
日
）
）

二
次
試
験

　

平
成
29
年
10
月
中
旬
予
定

三
次
試
験

　

平
成
29
年
11
月
中
旬
～
12
月
中
旬
予
定

試
験
会
場

　

航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地

　

（
奈
良
県
奈
良
市
法
華
寺
町
）

試
験
内
容

　

筆
記
試
験
、
適
性
検
査

※�

二
次
試
験
か
ら
は
航
空
身
体
検
査
、
口
述

試
験
等
が
あ
り
ま
す

※�

二
次
試
験
以
降
の
詳
細
は
、
一
次
試
験
合

格
発
表
後
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
左
記
の
事
務
所
ま
で
お
問
合
せ

下
さ
い
。

お
問
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
奈
良
地
方
協
力
本
部

　

五
條
地
域
事
務
所

　

�

奈
良
県
五
條
市
今
井
５
丁
目
１
︱
12

　

サ
ン
タ
ウ
ン
二
階

　

�

☎
０
７
４
７
︱
22
︱
３
７
８
９
（
Ｆ
Ａ
Ｘ

兼
用
）

　

県
内
の
４
つ
の
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
下
水
道

施
設
の
見
学
会
を
行
い
ま
す
。
ま
た
当
日

は
、
お
子
様
向
け
イ
ベ
ン
ト
も
行
い
ま
す
。

内
容
は
各
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。
と
も
に
参
加
は
無
料
で
す
。
受
付
は

当
日
現
地
に
て
行
い
ま
す
。

　

な
お
団
体
で
の
ご
参
加
の
場
合
は
前
日
ま

で
に
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

開
催
日
時
・
場
所

　

平
成
29
年
９
月
９
日
・
９
月
10
日

　

�

午
前
10
時
～
午
後
４
時
（
受
付
は
午
後
３

時
ま
で
）

　

�

第
二
浄
化
セ
ン
タ
ー
10
日
（
日
）
の
み
の

開
催

　

�

宇
田
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
、
吉
野
川
浄
化
セ

ン
タ
ー
９
日
（
土
）
の
み
の
開
催

　

�

下
水
道
施
設
見
学
会

　

～
下
水
道
っ
て
な
あ
に
～

　

�

平
成
29
年
度
自
衛
官
採
用
試
験
の

お
知
ら
せ

　

��

地
震
発
生
時
の
出
火
防
止
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I N F O R M A T I O N

お
問
合
わ
せ
先

○
浄
化
セ
ン
タ
ー

　

大
和
郡
山
市
額
田
部
南
町
１
６
０

　

☎
０
７
４
３
︱
56
︱
２
８
３
０

○
第
二
浄
化
セ
ン
タ
ー

　

北
葛
城
郡
広
陵
町
萱
野
４
６
０

　

☎
０
７
４
５
︱
56
︱
３
４
０
０

○
宇
田
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

　

宇
陀
市
榛
原
福
地
28
︱
１

　

☎
０
７
４
５
︱
82
︱
５
７
２
５

○
吉
野
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

　

五
條
市
二
見
５
丁
目
１
３
１
４

　

☎
０
７
４
７
︱
22
︱
８
６
３
１

　

人
生
80
年
と
い
う
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、

生
涯
を
明
る
く
健
康
で
過
ご
す
こ
と
は
県
民

す
べ
て
の
願
い
で
あ
り
、
乳
幼
児
か
ら
老
人

に
い
た
る
ま
で
一
人
一
人
の
健
康
づ
く
り
を

応
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
下

さ
い
。

開
催
日
時

　

10
月
15
日
（
日
）

　

午
後
０
時
30
分
～
午
後
４
時
（
予
定
）

　

参
加
無
料

開
催
場
所

　

奈
良
県
歯
科
医
師
会
館

　

奈
良
市
二
条
町
２
丁
目
９
︱
２

　

☎�

０
７
４
４
︱
33
︱
０
８
６
１

内
容

①�

歯
科
保
健
事
業
に
貢
献
し
た
団
体
お
よ
び

個
人
の
表
彰

②
歯
科
保
健
に
関
す
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

③
フ
ッ
化
物
塗
布

④
講
演
（
県
民
公
開
講
座
）

　

講
師
：
一
青　

妙

　

（
歯
科
医
師
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・
女
優
）

⑤
そ
の
他
歯
科
保
健
の
啓
発
に
関
す
る
こ
と

※�

フ
ッ
化
物
塗
布
・
お
も
し
ろ
実
験
に
つ
き

ま
し
て
は
申
込
が
必
要
で
す

フ
ッ
化
物
塗
布
・
お
も
し
ろ
実
験
の
お
申
込
み

・
フ
ッ
化
物
塗
布
（
満
３
～
12
歳
児
対
象
）

　

先
着
３
０
０
名

　

午
後
２
時
～
午
後
３
時

・
お
も
し
ろ
実
験
（
満
７
～
12
歳
児
対
象
）

　

先
着
30
名

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

　

１
名
に
つ
き
１
枚
の
「
往
復
は
が
き
」

で
、
住
所
・
電
話
番
号
・
お
子
様
の
氏
名
、

年
齢
を
ご
記
入
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
１
名
で
「
フ
ッ
化
物
塗
布
」
と
「
お
も

し
ろ
実
験
」
の
両
方
を
申
し
込
む
場
合
は
、

そ
れ
ぞ
れ
別
の
往
復
は
が
き
を
ご
使
用
下
さ

い
。
10
月
中
旬
ま
で
に
採
否
の
ご
返
信
を
致

し
ま
す
。

　

�

《
９
月
７
日
（
木
）
～
９
月
22
日
（
金
）

必
着
》

　

〒
６
３
０
︱
８
０
０
２

　

�

奈
良
市
二
条
町
２
︱
９
︱
２
奈
良
県
歯
科

医
師
会

な
ら
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル

　

�

「
フ
ッ
化
物
塗
布
」
係
ま
た
は
「
お
も
し

ろ
実
験
」
係　

宛

主
催

　

一
般
社
団
法
人
奈
良
県
歯
科
医
師
会

お
問
合
わ
せ
先

　

奈
良
県
歯
科
医
師
会
事
務
局

　

担
当　

事
業
係　

仲
川

　

☎
０
７
４
２
︱
33
︱
０
８
６
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
４
２
︱
34
︱
１
２
７
９

地域福祉ボランティア基金
金、１００,０００円

和田　中　森　節　子  様
（亡夫、潤一良様ご供養として）

ありがとうございました

地域福祉ボランティア基金
金、１００,０００円

九尾　辻　浦　孝　美  様
（亡長男、美幸様ご供養として）

ありがとうございました

地域福祉ボランティア基金
金、１００,０００円

五色　福　上　末　次  様
（亡妻、スミエ様ご供養として）

ありがとうございました

　

�

平
成
29
年
度
な
ら
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く

り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
の
お
知
ら
せ
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　昨年９月から修繕が進められていた移住促進施設整備事業が完成し、平成29年７月13日
に村長、村議会議長をはじめ、奈良県南部東部振興監、西村様（旧西友旅館家屋所有者）な
ど約20名が参列し、開始式が行われました。
　この施設は、平成27年度に洞川温泉街のほぼ中央部で長らく休館となっていた西友旅館
を西村様の了解を頂き、南部東部振興プロジェクト検討事業、空家等を活用した「移住体験
住宅」整備に関するモデルプランにより基本計画を奈良県において策定いただきました。
　平成28年度においては、その「移住体験住宅」整備に関するモデルプランの基本計画を
基に移住促進施設整備事業により事業を実施、そして本年度、施設の備品購入等を行い完成
といたしました。
　この基本計画では、都市と中山間地域の「人・もの・情報」の交流を推進することを目的
に、空家を移住体験住宅として整備し、周辺地域の観光ＰＲと景観及び環境の良さを広く多
くの人に訴求し、移住・定住につなげることを目的としております。

「シェアオフィス西友開始式」が開催されました
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１学期、生徒たちは様々な活動で輝きました！
　４月６日に始まった平成２９年度、１学期間生徒たちは学習に、部活動に、学校行事に、生徒会
活動に等、一生懸命取り組み、様々な活動で輝きました。この頑張りを糧に、２学期も、それぞれ
が定めた目標の達成に向けて全力で取り組んでいってくれることを願っています。

天川中学校だより
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平成29年９月１日発行　通巻487号
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The river of heaven
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古紙配合率100％再生紙 大豆油インキを使用しています

人口　1,463人（±０） 男　694人（＋２） 女　769人（－２） 世帯数　685戸（＋４）

49.37トン	　前月比：168.56％　	前年同月比：111.98％ 2.41トン	　前月比： 52.85％　	前年同月比：103.43％

6.61トン	　前月比：125.90％　	前年同月比： 89.20％ 1.90トン	　前月比： 89.62％　	前年同月比：108.57％

　

９
月
に
入
り
、
暑
さ
も
落
ち
着
い
て
来
る
頃
で
し
ょ
う
か
。
夏
の
初
め
に
は
明
る
か
っ
た
時
間
も
気
づ
け
ば
暗
く
な

っ
て
き
て
い
る
、
そ
ん
な
夜
の
長
さ
を
感
じ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
昼
の
長
さ
は
６
月
末
に
過
ぎ
た
夏
至
が
一
番
長

く
、
そ
れ
か
ら
だ
ん
だ
ん
短
く
な
っ
て
い
き
、
９
月
下
旬
の
秋
分
で
だ
い
た
い
昼
夜
の
長
さ
が
同
じ
く
ら
い
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
冬
に
か
け
て
ま
す
ま
す
短
く
な
っ
て
い
く
明
る
い
時
間
を
大
事
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
９
月
も
村
内
で
各
種
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
村
内
の
各
お
寺
で
は
秋
の
永
代
経
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
天
河
大
辨
財
天
社
で
は
１
日
に
は
八
朔
祭
り
、
９
月
下
旬
か
ら
10
月
上
旬
の
予
定
で
の
抜
穂
祭
（
稲
刈
り
神

事
）
、
龍
泉
寺
で
は
上
旬
に
母
公
堂
護
摩
供
、
中
旬
に
は
燈
花
会
が
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
洞
川
内
で
は
23
日
に
５
月
に

開
か
れ
た
大
峰
山
を
閉
じ
る
、
大
峯
山
戸
閉
式
（
お
お
み
ね
さ
ん
と
じ
め
し
き
）
が
早
朝
に
行
わ
れ
、
温
泉
街
で
は
え

ん
が
わ
音
楽
祭
in
洞
川
も
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
９
月
に
関
す
る
話
と
し
て
今
回
取
り
上
げ
る
の
は
18
日
、
敬
老
の
日
で
す
。
こ
れ
は
「
多
年
に
わ
た
り
社
会

に
つ
く
し
て
き
た
老
人
を
敬
愛
し
、
長
寿
を
祝
う
」
趣
旨
と
さ
れ
る
国
の
定
め
た
祝
日
で
す
。
そ
ん
な
敬
老
の
日
の
始

ま
り
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
か
つ
て
兵
庫
県
に
あ
っ
た
多
可
郡
野
間
谷
村
主
催
の
敬
老
会
で
す
。
そ
の
村
の
村
長
さ
ん

が
「
老
人
を
大
切
に
し
、
年
寄
り
の
知
恵
を
借
り
て
村
作
り
を
し
よ
う
」
と
い
う
趣
旨
か
ら
開
催
し
た
も
の
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
そ
の
後
、
長
い
時
間
を
か
け
て
そ
の
老
人
を
敬
う
日
と
い
う
趣
旨
は
広
が
り
、
国
民
の
祝
日
に
当
初
は
存
在

し
て
い
な
か
っ
た
老
人
の
た
め
の
祝
日
が
法
律
の
改
正
に
よ
っ
て
う
ま
れ
ま
し
た
。
敬
老
の
日
は
は
じ
め
９
月
15
日
と

制
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
13
年
の
祝
日
の
改
正
で
、
多
く
の
祝
日
が
○
週
目
の
月
曜
日
、
と
い
っ
た
形
に
改
め

ら
れ
た
際
に
、
９
月
の
第
３
月
曜
と
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
今
年
は
18
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
敬
老
の
日
と
趣
旨
を
同
じ
く
す
る
記
念
日
と
し
て
同
15
日
に
老
人
の
日
、
そ
し
て
15
日
か
ら
１
週
間
の
老
人

週
間
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
老
人
の
日
は
少
し
変
わ
っ
て
い
て
、
元
は
15
日
が
老
人
の
日
、
15
日
か
ら
21
日

は
老
人
週
間
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
祝
日
と
し
て
敬
老
の
日
が
制
定
さ
れ
る
と
、
老
人
の
日
も
敬
老
の
日
に

改
め
ま
し
た
。
で
す
が
、
祝
日
の
改
正
に
伴
っ
て
、
再
び
15
日
の
記
念
日
も
老
人
の
日
に
戻
り
、
そ
の
日
か
ら
１
週

間
を
老
人
週
間
と
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
作
ら
れ
、
変
わ
り
、
元
に
戻
る
、
な
か
な
か
不
思
議
な
記
念

日
で
す
。

　

現
在
の
天
川
村
も
、
高
齢
者
の
人
口
に
対
す
る
割
合
が
増
え
て
お
り
、
様
々
な
面
で
変
わ
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い

っ
た
中
で
、
長
年
の
経
験
を
持
つ
皆
様
の
知
恵
と
い
う
も
の
は
大
変
重
要
で
す
。
今
後
と
も
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
そ
し
て
若
い
方
々
に
は
そ
う
い
っ
た
知
恵
者
で
あ
る
方
々
を
敬
い
、
ま

た
自
分
も
長
生
き
し
て
地
域
に
貢
献
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

広報で紹介して欲しい村内の各地区のイベント・行事等がありましたら、お気軽に役場広報係までご連絡ください
役場　広報係　☎６３－０３２１


